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③学校と家庭
の課題

05 その他

学校以外での学習の場が市内
では限られており、学校の授業
以外で行う学習に対する指導
等が学校・家庭の共通の課題
となっている。

今年度も継続して、小学校中学年・高学年
を対象とした「土曜寺子屋・つくみ塾」を月1
回、小学校中学年を対象とした「放課後学
習クラブ」を月1～2回、長期休暇に小学生・
中学生を対象とした「春と夏の学習クラブ」
を2～3日間開催し、児童生徒への学習支
援を行う。

学校や地域住民と協働し、放課後や土曜
日、長期休暇等を活用して児童生徒への学
習支援を行う教室をこれまで開催してきてい
る。参加者のリピート率も高く、アンケート結
果からも学習意欲の向上や学習習慣の定
着に繋がっていることを読み取ることができ
る。

学校の授業以外での学習機会
を提供することにより、子どもた
ちの学習意欲を高め、基礎学力
の定着・向上に繋がり、自主的
な学習習慣を身につけることが
できるようになること。

学校の授業以外で
の学習支援事業に
参加する児童の割合
の増加

19 % 23 16
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・今年度、学校の授業以外での学習支援事業に参加した児
童の割合は16％で目標値に届かなかった。
・その分、子どもたち一人ひとりに十分に目を配り、丁寧で細
やかな指導を行うことができた。
・参加者へのアンケート調査では約8割が「楽しかった」「よく
わかるようになった」「来年度もまた参加したい」と回答してお
り、学習意欲や基礎学力の向上に一定の成果がみられた。
・次年度は、参加者が増えるよう募集方法の改善を行い、ま
た学習支援員として地域住民や現役大学生へ事業参加への
呼びかけを積極的に行っていく。

https://www.city.tsukumi.oita.jp/so
shiki/25/
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